
(57)【要約】

ビデオデータの参照フレーム内の第１サーチウインドウ

が、第１ウインドウの第１相関閾値に従って特定される

。第１相関閾値は、コード化される画素の組と第１サー

チウインドウの画素の組の間の相関ファクタが比較され

る値である。例えば、第１サーチウインドウの特別な画

素の組とコード化される画素の組の間の相関ファクタが

第１１閾値に合致するならば、２つの画素の組の間の良

好な一致が見出され、対応するモーションベクトルをコ

ード化される画素の組に割り当てることができる。もし

第１ウインドウ内のいかなる画素の組も第１閾値に合致

しなければ、第１フレーム内の第２サーチウインドウが

第２相関閾値に従って選択される。第２ウインドウ内の

画素の組の相関ファクタは、第２相関閾値と比較される

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ビ デ オ 信 号 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 第 １ フ レ ー ム の 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前
記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 第 ２ フ レ ー ム 内 の 第 ２ の 画 素 の 組 に 対 す る 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内
の 第 １ の 画 素 の 組 の 第 １ 相 関 フ ァ ク タ を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 相 関 フ ァ ク タ を 第 １ 閾 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ と 、
　 第 １ フ レ ー ム の 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ２ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ は 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有
す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 の 組 に 対 す る 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 ３ の 画 素 の 組 の 第 ２ 相 関
フ ァ ク タ を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ 相 関 フ ァ ク タ を 、 前 記 第 １ 閾 値 と 異 な る 第 ２ 閾 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ と 、 を 備
え る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 選 択 は 、 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 前 記 第 １ の 画 素 の
組 を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ３ サ ー
チ ウ イ ン ド ウ は 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ
を 有 す る ス テ ッ プ を 、 更 に 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 画 素 の 組 に 対 す る 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 ４ の 画 素 の 組 の 第 ３ 相 関
フ ァ ク タ を 決 定 す る ス テ ッ プ を 、 更 に 備 え る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ３ 相 関 フ ァ ク タ を 、 第 ３ 相 関 閾 値 を 有 す る 第 ３ 閾 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ で あ っ て
、 前 記 第 ３ 相 関 閾 値 は 前 記 第 ２ 相 関 閾 値 と 異 な り 且 つ 前 記 第 １ 相 関 閾 値 と 異 な る ス テ ッ プ
を 更 に 備 え る 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 前 記 第 ３ の 画 素 の 組 内 で 、 少 な く と も １ つ の 画 素 に 基 づ
い て 、 モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を 決 定 す る ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 相 関 フ ァ ク タ を 記 憶 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 相 関 フ ァ ク タ を 前 記 第 ２ 閾 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ と を 更 に 備 え る 請 求 項 １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 相 関 フ ァ ク タ を 前 記 第 ２ 閾 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ 相 関 フ ァ ク タ を
前 記 第 ２ 閾 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ の 前 に 行 わ れ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 相 関 フ ァ ク タ は 、 第 １ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ 、 前 記 第 ２ 相 関 フ ァ ク タ
は 、 前 記 第 １ の 相 関 技 術 と は 異 な る 第 ２ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 相 関 フ ァ ク タ は 、 第 １ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ 、 前 記 第 ２ 相 関 フ ァ ク タ
の 決 定 も 、 前 記 第 １ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ３ サ ー
チ ウ イ ン ド ウ は 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ
を 有 す る ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 第 ２ の 画 素 の 組 に 対 す る 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 ４ の 画 素 の 組 の 第 ３ 相 関
フ ァ ク タ を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 を 更 に 備 え 、
　 前 記 第 ４ の 画 素 の 組 は 、 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 に 画 素 の 組 の 最 良 の 相 関 フ ァ ク タ
を 有 し 、 前 記 第 ４ の 画 素 の 組 を 前 記 第 ３ ウ イ ン ド ウ 内 の 前 記 最 良 の 相 関 フ ァ ク タ を 有 す る
画 素 の 組 と し て 特 定 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ビ デ オ デ ー タ の 第 １ フ レ ー ム の 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前
記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 １ の 画 素 の 組 を 、 ビ デ オ デ ー タ の 第 ２ フ レ ー ム 内 の 第
２ の 画 素 の 組 と 比 較 し て 第 １ の 相 関 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て
、 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ２ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 ２ の 画 素 の 組 を 、 ビ デ オ デ ー タ の 第 ２ フ レ ー ム の 画 素
の 組 と 比 較 し て 、 第 ２ 相 関 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 １ の 閾 値 を 使 用 し て 前 記 第 １ の 相 関 を 評 価 す る ス テ ッ プ と 、 第 ２ の 閾 値 を 使 用 し て 前
記 第 ２ の 相 関 を 評 価 す る ス テ ッ プ と 、 更 に を 備 え 、 前 記 第 １ の 閾 値 は 前 記 第 ２ の 閾 値 よ り
厳 格 で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ビ デ オ デ ー タ の 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て
、 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ３ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る ス テ ッ プ を 、 更 に 備 え る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 ３ の 画 素 の 組 を ビ デ オ デ ー タ の 前 記 第 ２ フ レ ー ム 内 の
前 記 第 ２ の 画 素 の 組 と 比 較 し て 、 第 ３ 相 関 を 決 定 す る ス テ ッ プ を 、 更 に 備 え る 請 求 項 １ ４
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ は 、 前 記 第 ２ の 画 素 の 組 の サ イ ズ に 等 し い 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 の 組 の 比 較 は 、 第 １ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 前 記 第 １ 相 関 を 有
し 、 前 記 第 ２ の 画 素 の 組 の 比 較 は 、 前 記 第 １ の 相 関 技 術 と 異 な る 第 ２ の 相 関 技 術 に 基 づ い
て 決 定 さ れ る 前 記 第 ２ 相 関 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 の 組 の 比 較 は 、 第 １ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 前 記 第 １ 相 関 を 有
し 、 前 記 第 ２ の 画 素 の 組 の 比 較 は 、 前 記 第 １ の 相 関 技 術 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 前 記 第 ２ 相
関 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 選 択 は 、 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 １ の 画 素 の 組 を
備 え る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ビ デ オ デ ー タ の 処 理 エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 ビ デ オ デ ー タ の 処 理 エ レ メ ン ト に 組 み 合 わ さ れ る メ モ リ と を 備 え 、
　 前 記 メ モ リ は 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 第 １ フ レ ー ム 及 び ビ デ オ デ ー タ の 第 ２ フ レ ー ム を 記 憶 す る ビ デ オ デ ー タ
記 憶 領 域 と 、
　 プ ロ グ ラ ム イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 記 憶 す る プ ロ グ ラ ム 記 憶 領 域 で あ っ て 、 前 記 プ ロ グ ラ
ム イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン は ビ デ オ デ ー タ の 第 １ フ レ ー ム の 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 選 択 を 容
易 に し 、 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 第 １ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る プ ロ グ ラ ム 記 憶 領 域
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と 、
　 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 １ の 画 素 の 組 を 、 ビ デ オ デ ー タ の 第 ２ フ レ ー ム 内 の 画
素 の 組 と 比 較 し て 第 １ の 相 関 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 し 、 前 記 第 ２ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ は 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有
す る 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 の 第 ２ の 画 素 の 組 を 、 ビ デ オ デ ー タ の 第 ２ フ レ ー ム の 画 素
の 組 と 比 較 し て 、 第 ２ 相 関 を 決 定 す る 手 段 と 、 を 備 え る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 プ ロ グ ラ ム イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン は 、 第 １ の 閾 値 を 使 用 し て 前 記 第 １ の 相 関 を 評 価 し
、
　 第 ２ の 閾 値 を 使 用 し て 前 記 第 ２ の 相 関 を 評 価 す る の を 容 易 に す る 手 段 を 更 に 備 え 、
　 前 記 第 １ の 閾 値 は 前 記 第 ２ の 閾 値 と 異 な る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 プ ロ グ ラ ム イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン は 、 ビ デ オ デ ー タ の 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ３ サ ー チ
ウ イ ン ド ウ の 選 択 を 容 易 に す る 手 段 を 更 に 備 え 、 前 記 第 ３ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 前 記 第 ２ ウ
イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ３ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 選 択 す る 前 記 プ ロ グ ラ ム イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン は 、 単 一 画 素
で あ る 前 記 第 １ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 備 え 、 前 記 第 ２ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ は 複 数 の 画 素 を 有 す
る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 み の モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を 決 定 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 第 １ フ レ ー ム の 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前
記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ に 関 係 す る い ず れ か の 画 素 の 組 が 、 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組
に 対 し て 、 第 １ の 相 関 要 求 に 合 致 す る か 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ に 関 係 す る い ず れ か の 画 素 の 組 が 、 第 １ の 相 関 要 求 に 合 致 す
る 時 に 、 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に 対 し て モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ に 関 係 す る い ず れ の 画 素 の 組 も 、 第 １ の 相 関 要 求 に 合 致 し な
い 時 に 、
　 ビ デ オ デ ー タ の 前 記 第 １ フ レ ー ム の 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て
、 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ は 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ サ イ ズ よ り 大 き な 第 ２ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ サ イ ズ を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ に 関 係 す る い ず れ か の 画 素 の 組 が 、 コ ー ド 化 さ れ る 前 記 画 素
の 組 に 対 す る 第 ２ の 相 関 要 求 に 合 致 す る か 決 定 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ２ 相 関 要 求
は 前 記 第 １ 相 関 要 求 と 異 な る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ に 関 係 す る い ず れ か の 画 素 の 組 が 、 前 記 第 ２ の 相 関 要 求 に 合
致 す る 時 に 、 コ ー ド 化 さ れ る 前 記 画 素 の 組 の モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 コ ー ド 化 さ れ る 前 記 画 素 の 組 の モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を 決 定 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 第
１ 相 関 要 求 よ り 厳 格 で な い 前 記 第 ２ 相 関 要 求 を 備 え る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 ね ビ デ オ デ ー タ 処 理 に 関 し 、 特 に は モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル の コ ー ド 化 方 法 及
び シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ の コ ー ド 化 は 、 一 般 に は ビ デ オ ス ト リ ー ム を 表 す の に 必 要 な デ ー
タ 量 を 圧 縮 す る た め に 実 行 さ れ る 。 従 来 技 術 で は 、 フ レ ー ム の 画 素 の 組 を 一 度 に コ ー ド 化
す る こ と が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 フ レ ー ム の 各 マ ク ロ ブ ロ ッ ク は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 画
素 を 、 前 に 表 示 さ れ る か 又 は デ コ ー ド さ れ た フ レ ー ム の 他 の マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 画 素 と 比 較
す る こ と に よ り コ ー ド 化 で き る 。 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に よ く 対 応 す る 前 の フ レ ー ム に
お け る 画 素 の 組 が 一 旦 見 つ か る と 、 そ の 画 素 の 組 を 示 す モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル が 特 定 さ れ る
。 画 素 の 組 に 対 す る モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル が 一 旦 特 定 さ れ る と 、 画 素 の ２ つ の 組 の 間 の い か
な る 差 異 情 報 も 計 量 で き て 効 率 的 に 圧 縮 で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 コ ー ド 化 の 公 知 の 方 法 は 、 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 み を 、 相 関 閾 値 に な る ま で 前 の フ レ
ー ム に お け る 又 は 前 の フ レ ー ム の 一 部 に お け る 画 素 の 組 と 相 関 す る 。 一 旦 相 関 閾 値 に な る
と 、 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に 十 分 に よ く 対 応 す る 前 の フ レ ー ム に お け る 画 素 の 組 が 見 つ
か っ た と い う こ と が 分 か る 。 ビ デ オ ス ト リ ー ム 及 び ビ デ オ フ レ ー ム に 関 係 す る 多 量 の デ ー
タ の た め に 、 コ ー ド 化 プ ロ セ ス は 非 常 に 時 間 を 要 す る 処 理 で あ る 。 従 っ て 、 よ り 効 率 的 に
画 素 の 組 を コ ー ド 化 可 能 な シ ス テ ム 又 は 方 法 が 有 用 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 特 別 な 実 施 例 に よ れ ば 、 第 １ ウ イ ン ド ウ が 参 照 フ レ ー ム の ビ デ オ デ ー タ 内 に 選
択 さ れ る 。 第 １ ウ イ ン ド ウ は 、 １ つ 以 上 の 画 素 の 組 を 含 み 、 各 組 は コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の
組 と 相 関 さ れ て 相 関 フ ァ ク タ が 決 定 さ れ る 。 更 に 、 第 １ の 閾 値 が 第 １ の サ ー チ ウ イ ン ド ウ
に つ い て 決 定 さ れ る 。 第 １ の 閾 値 は 、 相 関 フ ァ ク タ が 比 較 さ れ る 値 で あ る 。 例 え ば 、 も し
第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 特 別 な 画 素 の 組 と コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 み の 間 の 相 関 フ ァ ク タ
が 第 １ の 閾 値 に 合 致 す る な ら ば 、 ２ つ の 画 素 の 組 の 間 の 良 好 な 一 致 が 見 つ か り 、 対 応 す る
モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に 割 り 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 も し 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 の い か な る 画 素 の 組 も 第 １ の 閾 値 に 合 致 し な け れ ば 、 第 １ フ レ ー
ム 内 に 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ が 選 択 さ れ る 。 第 １ の 閾 値 と 異 な る 第 ２ の 閾 値 は 、 第 ２ サ ー
チ ウ イ ン ド ウ に つ い て 決 定 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 第 ２ の 閾 値 は 第 １ の 閾 値 よ り 厳 格 で あ る
。 コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に 相 関 さ れ る 第 ２ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 の 相 関 フ ァ ク タ
は 、 第 ２ の 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 閾 値 が 変 化 す る 多 重 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 使 用 す る こ と に
よ り 、 よ り 効 率 的 な コ ー ド 化 プ ロ セ ス が 得 ら れ る 。 例 え ば 、 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ を 比 較
的 小 さ く 設 定 す る こ と に よ り 、 高 い 相 関 レ ベ ル を 維 持 し な が ら よ り 高 速 の 一 致 が 期 待 で き
る 。 こ れ は 、 コ ー ド 化 プ ロ セ ス の 処 理 パ ワ ー と コ ー ド 化 プ ロ セ ス の 品 質 の 間 の ト レ ー ド オ
フ を 設 定 す る 機 構 を 、 デ コ ー ダ シ ス テ ム に 提 供 す る 。 図 １ か ら 図 ４ は 、 本 発 明 の 特 別 な 実
施 例 を 更 に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 、 Ｆ １ の フ レ ー ム １ ０ ２ 及 び Ｆ ２ の フ レ ー ム １ ０ ４ を 示 す 。 Ｆ １ の フ レ ー ム １ ０
２ は 、 コ ー ド 化 さ れ る Ｆ ２ の フ レ ー ム １ ０ ４ に 対 す る 参 照 フ レ ー ム を 表 す 。 Ｆ １ の フ レ ー
ム １ ０ ２ は 、 Ｆ １ の フ レ ー ム に 関 係 す る 画 素 デ ー タ が 利 用 可 能 で 、 Ｆ ２ の フ レ ー ム １ ０ ４
の 画 素 の 組 が コ ー ド 化 又 は デ コ ー ド さ れ る 時 に 利 用 可 能 で あ る 参 照 フ レ ー ム で あ る 。 従 っ
て 、 コ ー ド 化 プ ロ セ ス の 間 、 Ｆ ２ の フ レ ー ム １ ０ ４ の マ ク ロ ブ ロ ッ ク 又 は ブ ロ ッ ク の よ う
な 各 画 素 の 組 は 、 Ｆ １ の フ レ ー ム １ ０ ２ の 一 部 と 比 較 さ れ て 、 実 質 的 に 類 似 の 画 素 の 組 が
Ｆ １ の フ レ ー ム １ ０ ２ 内 に 存 在 す る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 本 発 明 の 特 別 な 実 施 例 は 、 図
２ の 方 法 及 び 図 １ の フ レ ー ム デ ー タ を 参 照 し て 更 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ １ で は 、 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の サ イ ズ 及 び 位 置 が 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、
図 １ を 参 照 す る と 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ １ が 定 義 さ れ る 。 サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ １ は 、
マ ク ロ ブ ロ ッ ク Ｆ ２ ／ ５ ２ に 相 関 さ れ る １ つ 以 上 の 画 素 の 組 を 有 す る Ｆ １ の フ レ ー ム １ ０
２ の 領 域 を 表 す 。 こ こ で 、 Ｆ ２ ／ ５ ２ は 、 Ｆ ２ の フ レ ー ム １ ０ ４ に お け る マ ク ロ ブ ロ ッ ク
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位 置 ５ ２ に お け る マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 示 し 、 そ れ が コ ー ド 化 さ れ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク で あ る 。
更 に 、 特 別 な サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 で 、 サ ー チ が マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 境 界 の よ う な 特 別 な 画 素
の 組 に よ っ て 制 限 さ れ な い よ う に す る の が 適 切 で あ る 。 １ つ の 実 施 例 で は 、 第 １ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ １ １ １ は 、 サ ー チ さ れ る 単 一 の 画 素 の 組 を 含 む 。 他 の 実 施 例 で は 、 多 重 の 画 素 の
組 が 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 位 置 は 、 一 般 に 予 測 さ れ る モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル に 基 づ い て い る
の が 適 切 で あ る 。 モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル を 予 測 す る 多 く の 方 法 が あ り 、 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド
ウ の 最 初 の 位 置 を ど の よ う に 決 定 す る か に つ い て は 各 種 の 方 法 で 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ の ス テ ッ プ ２ ０ ２ で は 、 相 関 閾 値 が 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 し て 設 定 さ れ る 。 コ ー ド 化
さ れ る 画 素 の 組 が 第 １ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 に 対 し て 相 関 さ れ と 、 相 関 フ ァ ク タ が 決 定 さ
れ る 。 こ の 相 関 フ ァ ク タ は 、 画 素 の 組 の 間 の 一 致 が 成 功 し た こ と が 発 見 さ れ た 時 を 決 定 す
る よ う に 、 第 １ ウ イ ン ド ウ の 相 関 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 一 般 に 、 第 １ ウ イ ン ド ウ の 相 関 閾 値
は 相 対 的 に 高 く 設 定 さ れ 、 他 の 相 関 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 の 画 素 の
組 数 が 相 対 的 に 小 さ い た め で あ る 。 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 で 予 測 さ れ る 画 素 の 組 数 が 相 対 的 に
小 さ い た め 、 い く ら か 高 い 相 関 フ ァ ク タ が パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る こ と 無 し に 使 用 で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ３ で は 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 が 決 定 さ れ る 。 図 １ に つ い て 、 単 一
の サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 が 存 在 し て い る 。 そ れ に か か わ ら ず 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内
に １ つ の 画 素 の 組 が 特 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ４ で は 、 相 関 フ ァ ク タ が コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 と サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画
素 の 組 の 間 に 決 定 さ れ る 。 相 関 フ ァ ク タ は 、 各 種 の 相 関 技 術 の ど れ を 使 用 し て も 決 定 で き
る 。 そ の よ う な 技 術 は 、 １ つ の 画 素 の 組 を 他 の 組 か ら 減 算 し て 画 素 の 組 の 間 の 差 を 決 定 す
る よ う な 単 純 な も の で よ い 。 他 の 技 術 は よ り 複 雑 で あ る 。 例 え ば 、 画 素 の 組 の 情 報 が 空 間
デ ー タ を 表 す 場 合 に は 、 相 関 技 術 は 、 デ ー タ を 非 空 間 画 素 の 組 の デ ー タ に 変 換 す る 数 学 的
な 変 換 を 実 行 で き る 。 例 え ば 、 サ ブ サ ン プ リ ン グ 技 術 及 び ／ 又 は 周 波 数 界 デ ー タ に 作 用 す
る 技 術 が 使 用 で き る 。 更 に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ４ － ２ ０ ５ － ２ １ １ － ２ １ ０ に よ り 形 成 さ れ る
ル ー プ に お け る ス テ ッ プ ２ ０ ４ の そ れ ぞ れ の 適 用 は 、 同 一 の 相 関 技 術 又 は 異 な る 相 関 技 術
に 適 用 で き る 。 例 え ば 、 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 位 置 は 、 次 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ と は 異 な
る 相 関 技 術 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ５ で は 、 相 関 フ ァ ク タ が ス テ ッ プ ２ ０ ２ で 特 定 さ れ た 相 関 閾 値 に 合 致 す る
か の 決 定 が な さ れ る 。 相 関 フ ァ ク タ が 相 関 閾 値 に 合 致 し な い 時 に は 、 フ ロ ー は ス テ ッ プ ２
０ ６ に 進 み 、 そ こ で モ ー シ ョ ン ベ ク ト ル が サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 に 対 応 し て 使 用 さ
れ る 。 も し ス テ ッ プ ２ ０ ５ で 相 関 フ ァ ク タ が 相 関 閾 値 に 合 致 し な い 時 に は 、 フ ロ ー は ス テ
ッ プ ２ １ １ に 進 む 。 現 在 の ウ イ ン ド ウ が サ ー チ さ れ る 最 後 の ウ イ ン ド ウ で あ る 実 施 例 で は
、 相 関 閾 値 は 合 致 し な い よ う に 設 定 で き る 。 こ れ は 画 素 の 組 が ス テ ッ プ ２ ２ １ で 選 択 さ れ
る 最 適 な 相 関 フ ァ ク タ を 有 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ １ で は 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 組 が 現 在 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 に 更 に 存 在 す
る か ど う か の 決 定 が な さ れ る 。 も し そ う で あ れ ば 、 フ ロ ー は ス テ ッ プ ２ １ ０ に 進 み 、 そ う
で な け れ ば フ ロ ー は ス テ ッ プ ２ ０ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ０ で は 、 次 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 が 、 現 在 の ウ イ ン ド ウ 内 で 決 定
さ れ る 。 一 旦 次 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 が 決 定 さ れ る と 、 フ ロ ー は ス テ ッ プ ２ ０ ４
に 進 む 。 ス テ ッ プ ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ 、 ２ １ １ 及 び ２ １ ０ を 含 む ル ー プ は 、 現 在 の ウ イ ン ド ウ
内 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ の す べ て の 画 素 の 組 が コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に 相 関 さ れ る か 、 又
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は 良 好 な 相 関 が 生 じ る ま で 続 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 現 在 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ 内 に サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 が 存 在 し な い 時 に は 、 フ ロ ー
は ス テ ッ プ ２ １ １ か ら ス テ ッ プ ２ ０ ９ に 進 む 。 ス テ ッ プ ２ ０ ９ で は 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ が
特 定 さ れ た か ど う か の 決 定 が 行 わ れ る 。 も し そ う で な け れ ば 、 フ ロ ー は ス テ ッ プ ２ ０ ９ か
ら ２ ２ １ に 進 み 、 そ こ で 図 ２ の 方 法 は 、 最 適 な 画 素 の 組 の 位 置 を 選 択 す る か 及 び ／ 又 は 良
好 な 相 関 を 見 つ け る こ と 無 し に 終 了 す る 。 し か し 、 付 加 的 な サ ー チ ウ イ ン ド ウ が 特 定 さ れ
る な ら ば 、 フ ロ ー は ス テ ッ プ ２ ０ ８ に 進 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ８ で は 、 次 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ の サ イ ズ 及 び 位 置 が 決 定 さ れ る 。 図 １ を 参
照 す る と 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ ２ が 特 定 さ れ た 次 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ７ で は 、 相 関 閾 値 が 次 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ ２ に 対 し て 設 定 さ れ る 。 再
び 、 図 １ を 参 照 す る と 、 新 し い 相 関 閾 値 が ウ イ ン ド ウ サ イ ズ １ １ ２ に 対 し て 設 定 さ れ る 。
ウ イ ン ド ウ サ イ ズ １ １ ２ は 、 サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ １ よ り 多 く の 画 素 の 組 を 有 す る の で 、
よ り 厳 格 で な い 相 関 フ ァ ク タ が 許 容 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 長 時 間 の コ ー ド 化 時 間 を 避 け
る た め に 、 相 関 の 品 質 と お け る ト レ ー ド オ フ が 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ３ で は 、 新 し い サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 が 特 定 さ れ る 。 第 １ サ ー チ ウ
イ ン ド ウ １ １ １ が 新 し い サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ ２ の サ ブ セ ッ ト で あ り 、 第 １ の サ ー チ ウ イ
ン ド ウ の 画 素 の 組 に 関 係 す る 相 関 フ ァ ク タ が 再 相 関 無 し に 維 持 で き 、 新 し い 閾 値 と 比 較 さ
れ る こ と が 適 切 で あ る 。 第 １ サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 相 関 フ ァ ク タ を 活 か す た め に 、 第 ２ サ ー
チ ウ イ ン ド ウ １ １ ２ に 特 有 の サ ー チ ウ イ ン ド ウ の 画 素 の 組 だ け が 相 関 さ れ な け れ ば な ら ず
、 そ れ に よ り 処 理 時 間 を 節 約 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 再 び 前 述 の 方 法 に お い て 、 ス テ ッ プ ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ 、 ２ １ １ 及 び ２ １ ０ が サ ー チ ウ イ ン
ド ウ の 画 素 の 組 の す べ て が コ ー ド 化 さ れ る 画 素 の 組 に 対 し て 相 関 さ れ る か 、 又 は 良 好 な 画
素 の 組 の 相 関 が 生 じ る ま で の い ず れ か ま で 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 述 の 方 法 で 、 複 数 の ウ イ ン ド ウ 、 す な わ ち サ ー チ ウ イ ン ド ウ １ １ １ 、 １ １ ２ 及 び １ １
３ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 相 関 閾 値 に 合 致 す る 画 素 の 組 が サ ー チ で き る 。 こ の 方 法 で 、 画 像 の
品 質 と 潜 在 的 に 消 費 さ れ る と 思 わ れ る 処 理 時 間 の 量 の 間 の ト レ ー ド オ フ が 動 的 に 維 持 で き
る 。 こ れ が 、 単 一 の ウ イ ン ド ウ 及 び 単 一 の 閾 値 を 特 定 す る 従 来 技 術 に 対 す る 利 点 で あ る こ
と と 考 え る の が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 特 別 な 実 施 例 に よ る シ ス テ ム を 示 す 。 特 に 、 図 ３ は 、 デ ー タ プ ロ セ ッ
サ ３ １ ０ 及 び メ モ リ ３ ２ ０ を 有 す る シ ス テ ム ３ ０ ０ を 示 す 。 動 作 に お い て は 、 デ ー タ プ ロ
セ ッ サ ３ １ ０ は 、 メ モ リ ３ ０ ０ に ア ク セ ス し て 、 プ ロ グ ラ ム イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ３ ２ ２ を
実 行 し 、 ビ デ オ デ ー タ ３ ２ ４ を 処 理 す る 。 例 え ば 、 ビ デ オ デ ー タ ３ ２ ４ は 、 一 般 に 図 １ の
Ｆ １ の フ レ ー ム ２ ０ ２ 及 び Ｆ ２ の フ レ ー ム ２ ０ ４ の ビ デ オ フ レ ー ム デ ー タ を 有 す る 。 同 様
に 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ３ １ ０ は 、 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 実 行 す る イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 実 行
ユ ニ ッ ト を 一 般 に 備 え る 。 更 に 、 デ ー タ プ ロ セ ッ サ ３ １ ０ は 、 コ プ ロ セ ッ サ ３ １ ２ を 有 し
て も よ く 、 そ れ は こ こ で 説 明 し た コ ー ド 化 プ ロ セ ス の 一 部 又 は す べ て を 実 行 可 能 な 特 別 な
ハ ー ド ウ エ ア の ア ク セ ラ レ ー タ 及 び ／ 又 は マ イ ク ロ コ ー ド エ ン ジ ン を 有 し て も よ い 。 更 に
、 図 ３ の 情 報 プ ロ セ ッ サ ３ ０ ０ は 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 、 特 定 用 途 コ ン ピ ュ ー タ の 一 部 で も 、
又 は 大 き な シ ス テ ム の 一 部 と し て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ま で の 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 で は 、 本 発 明 が 実 現 さ れ る 特 別 な 実 施 例 の 一 部 が 説 明 の
た め に 示 さ れ た 付 属 の 図 面 を 参 照 さ れ た 。 こ れ ら の 実 施 例 は 、 当 業 者 が 発 明 を 実 行 す る の
に 十 分 詳 細 に 説 明 さ れ 、 本 発 明 の 精 神 又 は 範 囲 を 逸 脱 す る こ と 無 し に 、 他 の 実 施 例 が 可 能
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で 、 論 理 的 、 機 械 的 、 及 び 電 気 的 な 変 更 が 行 え る こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 当 業 者 が 本
発 明 を 実 行 す る の に 必 要 で な い 細 部 を 避 け る た め に 、 説 明 は 当 業 者 に 知 ら れ た 特 定 の 情 報
は 除 い た 。 更 に 、 本 発 明 の 実 行 を 伴 う 他 の 多 く の 変 形 例 が 当 業 者 に は 容 易 に 構 成 で き る 。
従 っ て 、 本 発 明 は こ れ ま で 説 明 し た 特 別 な 形 式 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 逆 に 本 発 明 の
精 神 及 び 範 囲 内 に 合 理 的 に 含 ま れ る 変 形 例 、 等 価 物 を カ バ ー す る こ と が 意 図 さ れ て い る 。
し た が っ て 、 こ れ ま で の 詳 細 な 説 明 は 限 定 の 意 味 で 記 載 さ れ た も の で は な く 、 本 発 明 の 範
囲 は 付 属 の 請 求 範 囲 に よ っ て の み 規 定 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に よ る ビ デ オ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム の グ ラ フ ィ ッ ク な 表 現 を 、 ブ
ロ ッ ク 図 で 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 を 、 フ ロ ー 図 で 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 特 別 な 実 施 例 を 実 現 し た シ ス テ ム を ブ ロ ッ ク 図 で 示 す 。
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【 図 ３ 】
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